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ブラジル オレンジ出荷量予測の初の更新 
ｃｉｔｒｕｓｉｎｄｕｓｔｒｙ.ｎｅｔ ２０２３年９月１５日 

柑橘類保護基金（Fundecitrus）は９月１１日に、サンパウロ州とミナスジェライス州西南西部の柑橘類地帯に

関する２０２３-２４年度のオレンジ出荷量予測の最初の更新を発表し、５月の当初予測である３億９３４万箱が

再確認された。 

品種別の内訳では、ハムリン（Hamlin）、ウェスティン（Westin）、ルビ（Rubi）の各品種の予測は３.５％増加し

て５,８０９万箱となった。その他の早生品種は１.６％増加して１,８５１万箱となった。ペラリオ（Pera Rio）の予測

は２.３％減少して９,６６８万箱となり、バレンシア（Valencia）種とバレンシアフォーリャムルチャ（Valencia Folha 

Murcha）種は１億５２３万箱で変わらなかった。ナタール（Natal）品種は３,０８３万箱で変わらなかった。 

果実のサイズと落果率 

すべての品種を考慮すると、平均の果実サイズは５月の予測と同じで、４０.８ｋｇ入りの箱を埋めるのに必要

な果実数は２４７個である。これは、オレンジ１個で１６５グラム（５.８２オンス）に相当し、過去１０年間の平均で

ある１６３グラム（５.７５オンス）をわずかに上回っている。果実の落下率の予測は、すべての品種を考慮して平

均２１％に維持された。 

季節的な降水量 

出荷量予測が発表される前の２０２３年１月～４月は非常に頻繁に降雨があり、柑橘類地帯では平均７１０ミリ

メートルというかなりの量に達した。この量は、１９９１年～２０２０年の期間の気象学的平均を６％上回った。し

かし、乾季の到来とともに５月～８月の降水量は少なくなり、累積１０３ミリメートルで平均を３６ミリメートル下回

った。この降水量は、この期間の平均を２６％下回っている。２０２３年これまでの総降水量は８１３ミリメートル

に達し、気象学的平均との差はわずか０.３５％であった。 

昨シーズンよりペースの早い収穫 

８月中旬までの収穫量は予測生産量の３７％に達し、昨年のこの時期までに収穫された３０％よりも速いペ

ースを示している。予測更新の全文はこちら。次回の予測更新は１２月１１日を予定している。 

出典: Fundecitrus 

 

トルコ １～８月の青果物輸出額は２０億ドル超 
Ｈｕｒｒｉｙｅｔ Ｄａｉｌｙ Ｎｅｗｓ ２０２３年９月１９日 

イスタンブール トルコの１月～８月の生鮮果実・野菜の輸出量は、前年比で１６％増加し、２０億ドルを超え

た。エーゲ海地方生鮮果実・野菜輸出業者協会のハイレッティン・ウチャック会長は、「これは、過去のいかな

る８か月間の輸出量よりも多い」と述べた。 

ウチャック会長によると、今年の最初の８か月間のトマトの輸出額は３億５,１００万ドルで、すべての農産物の

中で最も多く、年間ベースで３４％増加した。同期間の海外市場へのタンジェリンの出荷額は前年同期比  

３６％増の２億２,９００万ドル、サクランボの輸出額は６０％増の２億１,４００万ドルであった。このうち同協会の会

員の輸出額は２億ドルを占めたと同会長は述べた。 

同会長は、ロシアへの出荷額は２０２３年の最初の８か月で５億８,８００万ドルに達し、トルコの生産者にとっ

て最大の市場であったと付け加えた。ドイツへの輸出は前年比４２％増加し、１億７千万ドルから２億４,１００万

ドルとなり、同国は２番目に大きな輸出市場となっている。ルーマニアへの生鮮果実・野菜の出荷額も、２０２２

年１月～８月の１億３,６００万ドルから２０２３年の同じ期間の１億９,６００万ドルに増加した。 

トルコの生鮮果実・野菜の生産者は、２０２６年の輸出額目標を５０億ドルに設定していると同会長は述べて

いる。１月～８月のトルコの総輸出額は２０２２年の同時期と比較して０.４％減の１,６５０億ドルであった。この期

間中に農業部門の輸出額は４.９％増加して２２５億ドルとなり、国の全輸出額の４.９％を占めた。 

https://www.fundecitrus.com.br/pdf/pes_relatorios/0923_Orange_Crop_Forecast_Update.pdf

